
小学５・６年生、中学生

生涯学習センター ３F 大研修室

主催 千葉市生涯学習センター 企画・運営 千葉市短歌協会

1300年前の日本人は、季節や心の移り変わりを31文字の歌に

こめて詠みました。

お気に入りの景色や自分の気持ちを、短歌で伝えてみましょう。

色紙にかいた作品は、持ち帰ることができます。

2023年 8月2日(水) 13:00～15:30

２０人 ※７月１５日より先着順受付

講師 千葉市短歌協会

筆記用具、水分補給の飲み物
※色紙や筆ペンは用意してあります

無料

７月３１日(月)

■ 下記の内容をご記入のうえ、メール、または往復はがきで

 お申し込みください。

  ①講座名② 郵便番号・住所 ③氏名（ふりがな） ④年齢(学年) ⑤ 電話番号 

■  メール manabi.kouza@ccllf.jp 

■ 往復はがき宛先 〒２６０－００４５ 千葉市中央区弁天３－７－７ 

     千葉市生涯学習センター 学習推進グループ 
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申込締切

申込方法 



＜千葉市生涯学習センターへの交通のご案内＞

★JR千葉駅から徒歩８分 
★千葉モノレール千葉公園駅から徒歩５分

☆駐車場
有料駐車場（第1駐車場78台・第2駐車場60台）が
ありますが、満車となることが多くございます。
できるだけ公共交通機関をご利用くださいますよう
ご協力お願いいたします。

昨年度の受講生アンケートより感想より

講 師 千葉市短歌協会
「千葉市短歌協会」は令和元年５月１日に発足し、千葉市とその周辺に
住む仲間の集まりです。皆、短歌をつくることを日々の喜びとしています。

・色紙とかで書いておもしろくて、楽しくて、よかったです。また機会があったら来たいです。 
・やっぱりね 短歌を作るの楽しいね いい歌出来て 幸せいっぱい
 ありがとうございました。 

・おもしろかった。もっと短歌を作りたいと思った。 

・ものすごく楽しかったです。短歌を作るのが難しかったです。今日はありがとうございました。
 歌集たのしみに待ってます！！ 

・日々のつらいことなども短歌にすることで発散させられることが分かり、身近に感じることが
 できました。ありがとうございました。 

・五七五七七の順の言葉選びのところや、どうしたら自分の思いを伝えられるか考えて短歌を
書けたので、次回があればまたやりたい。 

昨年度の作品より

夜のたんぼ空にまうのは光る星しずかにひかるほたるの星か

夏休み学校ないとつまらない学校行くと休みがほしい

この夏はお休みだらけ楽しいな金魚すくいがとくいなんだよ

がんばってじゅくの宿題とこうとしたけどむずかしくってなかなかとけない

詩を開き一文読めば清らかに心落ち付くきれいな音ごこち
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